
興

暉

護

國

と

妙

心
寺

長

谷

部

宗

鑑

我
が
正
法
山
妙
心
寺

の
開
創
は
、
今
更
申
す
迄
も
な
く
、
六
百
年
前
花
園
法
皇

の
叡
旨
勅
願

に
よ
つ
て
離
宮
を
革

め
て
藤
刹
と
な
し
關
山
惑
玄

に
賜
は
り
し
所
、
從

つ
て
他
の
五
山
並
に
南
繹
寺
が
常

に
幕
府
の
蹄
依
を
受
け
た
る
に

反
し
、
大
徳
寺
と
共
に
傳
奏
支
配

に
よ
b
勅
願
寺
待
遇
の
特
典
を
有

し
、
始
か
ら
皇
室
の
所
願
所
と
し
て
の
宮
寺

で

あ

つ
た
。
故
に
歴
代
皇
室
と
の
間
に
密
接
な
る
關
係
を
持
綾
し
來
り
、
然
か
も
よ
く
花
園
法
皇
御
開
基
の
叡
旨
並
に

開
山
の
遺
誠
を
蓬
奉
し
、
他

の
五
山
等
の
僧
徒
が
徒
ら
に
権
勢

に
媚
び
、
稽

々
と
も
す

る
と
國
家
を
忘
れ
縄

の
面
目

を
忘
却
す
る
が
如
き
時
代

に
當

つ
て
、
毫
も
椹
勢

に
媚

び
る
事
な
く
、
國
膿

の
本
旨

に
立
脚
し

て
世
塵
を
外
に
刻
苦

働
精
、
只
管
、
興
暉
護
國
の
爲
に
喪
身
失

命
を
避
け
す
、
爲

に
開
創
當
時
か
ら
室
町
時
代

に
か
け
て
漱
界

不
振
の
時

に
あ
た
り
、
魏
然
と
し
て
法
燈
高
く
掲
げ
ら
れ
、
化
門
愈

々
繁
く
、
法
山
登
農
の
基
礎
は
嚴
と
し

て
確
立
せ
ら
れ
た

の
で
あ
る
Q

花
園
法
皇
と
無
相
大
師

の
御
因
縁
に
就
い
て
は
今
更
説
く
要
な
き
事
な
が
ら
、
法
皇

の
御
叡
旨
「
往
年
の
御
震
翰
」

を
拝
し
て
は
、
如
何
に
法
皇
が
開

山
を
御
信
頼
あ
ら
せ
ら
れ
、
そ
の

「
佛
法
興
隆
、

一
流
再
興
、
妙
心
寺
造
螢
」

の

興
輝
護
國
と
妙
心
寺

(
一
)
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(
二
)

事

に
御
診
念
遊
さ
れ
た
か
が
拝
察

せ
ら
れ
、
誠

に
畏
き
極
と
申
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
開

出
亦
法
皇
を
お
慕
ひ
し
、
皇
室

を
思
ふ
の
念

一
入
深
く
、
そ

の
居
室

に
は
唯

御
震
翰

の
他
、
何
物
を

も
置
か
す
、
世
道
頽
屡
の
中

に
あ

つ
て
常
に
皇

室

あ
る
を
知

つ
て
幕
府
あ
る
を
知
ら
す
,
實

に
報
恩
謝
徳
と
興
輝
護
國

の
生
涯
で
あ

つ
た
。

二
世
授
翁
は
南
北
朝
誠
忠
第

一
楠

正
成
と
並
び
稻

せ
ら
る

、
忠
臣
藤
原
藤
房

の
事
で
、
そ
の
遁
世
以
前
の
忠
誠
は

申
す
迄
も
な
く
、
そ
の
遁
世
當
初
か
ら
出
世
問
法
の
這
場
に
坐
し
て
、
憂
世

の
誠
を
致

し
、
皇
基

の
萬
安
を
斬
願
し

て
倦
ま
ざ
る
そ
の
精
根
二
そ
、
そ
の
興
暉
と
相
侯

つ
て
護
國
精
赫
の
旺
盛
な
る
事
、
推
し
て
知
る
べ
き

で
あ

る
。

こ
の
頃
か
ら
法
山
は
幕
府
の
悪
し
み
を
買
ひ
、
爲

に

一
時
は
花
園
の
麗
苑
悉
く
他
山
の
手

に
牧
め
ら

る
㌧
の
憂
き

目

に
遭

ふ
た
が
、
問
も
な
く
、
法
山
中
興

の
祀
、
雪
江
出

つ
る
に
及
び
、
當
時
儒

に
溺
れ
丈
に
拘
る
五
山
の
灘
風
を

排

し
て
、
藪
に
佛
租
的
傳

の
宗
風
を
墨
揚

し
、
臨
濟
正
宗

の
眼
目
を
把
持

し
、
以
て

一
流

の
旗
幟

を
明
ら
か
に
す
る

や
、
畏
く
も
後
圭
御
門
院
よ
り
妙
心
寺
再
興
の
論
旨
あ
り
、
こ

～
に
關
山
の
正
脈
は
雪
江
の

一
源
か
ら
、
景
川
、
悟

漢
、
特
芳
、
東
陽
の
四
傑
を
出

し
、
何
れ
も
化
度

一
世

に
鳴
り
四
涙
分
流
し
て
宗
風
愈

々
禰
漫
す
る

に
到

つ
た
。

雪
江
下
の
四
傑

は
何
れ
も
京
洛
を
中
心
に
よ
く
勤
王
報
國
、
愛
山
護

法
に
鑑
し
た
の
で
あ
る
が
、
就
中
東
陽
の
如

き
は
當
時
武
家
政
治

の
積
弊
を
厭
ひ
、
皇
室
の
御
衰
微
、
王
化

の
不
振
を
嘆
き
、
依

つ
て
帥
今
將
軍
諸
將
の
董
…陶

こ

そ
緊
要

で
あ

る
と
考

へ
た
が
、
然

し
當
時

の
幕
府
は
全
く
度

し
難
き
無
縁

の
衆
生
と
し
て
、
自
ら
法
縁
を
求
め
て
専

ら
璽
王
奉
佛

の
思
想
鼓
吹
に
力
め
た
の
で
あ

る
が
、
殊

に
後
土
御
門
院

よ
り
特
芳
に
あ
て

～
賜
は
り
た
る

「
宗
門
無
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双
の
論
旨
」

こ
そ
、
誠

に
意
義
深
き
も
の
あ
る
と
共

に
皇
恩
の
宏
大
に
奉
謝
す
る
所
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ

る
。か

く
て
代
は
室
町

の
中
期
、

こ
の
頃
か
ら
幕
威
漸
く
地
に
墜
ち
、
下
剋
上
の
風
潮
盛
に
道
義
頽
れ
、
畏
き
極
み
な

が
ら
皇
室
の
御
式
微
其
極
に
達
し
、
朝
儀
國
典
も
御
意
の
儘
な
ら
す
叢

に
世
態
俗
塵
を
避
け
給
ひ
し
御
土
御
門
、
後

柏
原
、
後
奈
艮
、
正
親
町
の
歴
代
諸
帝
は
心
を
灘
要
に
傾
け
さ
せ
給
ひ
我
が
法
山
を
以
て
佛
法
紹
隆
、
寳
柞
萬
安

の

所
願
道
場
と
し
て
御
蹄
依
遊
ば
れ
た

の
で
あ

る
。

こ
の
時
代
雪
江
下
四
傑

に
衣
ひ
で
、
大
休
、
仁
軸
、
快
川
、
南
化
等
は
何
れ
も
道
舞
高
く
、
殊

に
大
休
は
後
奈
良

帝
問
法

の
師
と
し

て
畏
く
も
御
震
翰
を
賜
り
、
又
轟
年
、
月
航
、
太
原
等
の
諸
哲
を
産
み
、
南
化
又
後
陽
成
帝
問
法

の
師
と
し
で
叡
威
契

ふ
所
あ
り
、
從

つ
て
公
卿
侯
伯
も
競

ふ
て
師

の
化

に
智
ひ
、
就
中
信
長
、
秀
吉
等
の
寵
信
を
得

諸
大
名

の
信
仰
愈

々
繁
く
、
大
休
並
に
信
玄

の
蹄
向
を
受
け
た
る
快
川
と
共
に
、
諸
大
名
を
導

い
て
勤
王
の
大
義

に

畳
醒
せ
し
め
、
世
道

人
心
を
釜
す

る
事
甚
だ
多
く
、
從

つ
て
、
織
田
、
豊
臣
、
武

田
、
細
川
等
を
始
め
是
等
部
將

に

し
て
法
山
外
護

に
任
す

る
者
頗

る
多

く
、
寺
門
の
経
螢
實
に
室
前
絶
後
の
盛
観
を
呈
す
る
に
到

つ
た
。

桐

一
葉
落
ち
て
政
椹
全
く
徳
川

の
掌
握
す
る
所
と
な

る
や
、
そ
の
封
宗
敏
策
は
佛
敏
外
護

に
あ

つ
た
と
は
云

へ
」

そ
れ
は
唯
外
形
の
み
で
諸
山
各
涙
に
夫

々
法
度
を
制
定
し

て
制
紺
牽
制
を
加

へ
た
、
爲

に
僧
徒

の
意
氣
沈
滞

し
て
世

と
共

に
太
李
無
事
、
殊

に
そ
の
封
朝
廷
策
た
る
や
陽
奪
隙
抑

に
し
て
不
遜
の
振
舞
多
く
、
諸
大
名
以
下
幕
府
の
御
機

興
輝
護
國
と
妙
心
寺

.

(三
)
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嫌
を
と
り
、
僑
徒
も
亦
愚
俗
に
迎
合
し
て
悟
淡
と
し
て
恥
ぢ
す
、
こ
の
問

に
あ

つ
て
絡
始
勤
王
的
態
度
を
持
し
た
我

が

一
派
諸
師

に
封
し
て
、
幕
府
は
常

に
酷
烈
な
る
威
駆
を
加

へ
し

に
も
係
ら
す
、
諸
師
は
能
く
縦
に
輝
機

の
活
動
を

読
き
、
横

に
勤
王
思
想
を
鼓
吹

し
、
專

ら
花
園
法
皇
震
翰
の
叡
旨
と
開
山
大
師
の
正
法
を
宣
揚
す

べ
く
、
只
管
暉
脈

の
磯
展

に
努
め
、
以
て
能
く
興
灘
護
國

の
實
を
墨
げ

て
來
た
事
は
誠

に

一
派
最
大
の
誇
と
す

べ
き
所

で
あ

る
。

先
づ
江
戸
時
代

の
壁
頭
に
當

つ
て
道
學
粂
備

の
大
宗
匠
鐵
山
を
墨
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
師
は
窪
雲
に
住
し

て
衆
を
接

す
る
の
他
、
畏
く
も
後
陽
成
帝

に
肥
尺
し

て
灘
要
に
奉
答
し
、
常

に
家
康
潜
上
の
甚
し
き
を
悪
み
、
皇
室
を
懐

ふ
の

情

、
誠

に
慨
然
た
る
も
の
が
あ

つ
た
。
嘗

て
家
康
が
鐵

山
に
向

つ
て
自
ら
大
檀
越
た
ら
む
事
を
申
出

た
時
師

は
家
康

の
潜
上
を
悪
む

の
飴
り
、
賊
と
迄
大
喝
し

て
之
を

一
蹴

せ
し
事
あ
り
、
こ
の
法
山
勤
王

一
流
の
灘
苑

に
坐
し
て
如
何

に
殊
遇
を
以
て
迎

へ
ん
と
し
て
も
幕
請

に
動
か
な
か

つ
た
そ
の
義
骨
實

に
痛
快

で
は
な

い
か
。
同
時

に
相
前
後
し
て

一
涙
の
棟
梁
と
し
て
灘
門
基
揚

に
蓋
し
た

一
宙
と
庸
山
が
あ

る
。
共

に
椹
勢

に
屈

せ
す
、
或
は
亦
有
名
な
鐘
銘
事
件

に
五
山
の
碩
徳
等
が
権
勢
威
嚇

の
前
に
屈
し
て
曲
學
阿
世
帆
以

て
銘
交
の
撰
者
清
韓

に
不
利
な
批
評
を
加

へ
し
中

に

敢
然
と
し
て
時
勢

に
抗

し
、
権
勢

に
阿
謳
せ
ざ
り
し
硬
骨
漢
我
が
海
山
あ

つ
て
諸
侯
を
接
化
、
大
義
を
宣
揚

せ
し
あ

る
を
喜

ぶ
の
で
あ
る
。

衣
ひ
で
紫
衣
事
件
四
僧
講
流
問
題
こ
そ
、
事
皇
室
の
威
信

に
關
す
る
も
の
に
し
て
、
幕
府
專
横

の
極
、
爲

に
後
水

尾
帝
は

「
あ
し
原
や
し
げ
ら
ば

し
げ
れ
お
の
が
ま

、
と

て
も
道
あ
る
世

に
あ
ら
ば
こ
そ
」

と
て
、
途
に
御
譲
位
を
仰
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せ
出
さ
る
、
に
到
り
・
此
間

に
腱
し
我

一
涙

の
碩
學
に
雲
居
、
愚
堂
、

一
糸
、
大
愚
等
の
諸
臨
あ
り
て
、
何
れ
も
毅

然
と
し
て
法
燈
を
掲
げ
、
畏
く
も
簾
前

に
伺
候
し
て
は
問
法
に
甥

へ
奉
り
、
或
は
後
水
尾
上
皇

の
御
内
意
を
膿
し
て

奪
皇
斥
覇

の
密
議
を
凝
ら
す
等
、
よ
く
勤
王
の
大
義
を
唱
え
て
興
藤
護
國
の
大
活
動
を
試

み
、
世
道
を
化
し
人
心
を

導

い
て
、
弦

に
江
戸
時
代
奪
皇
論
喚
起

に
貢
献
す
る
所
甚
だ
大
な
る
も
の
が
あ

つ
た
事
を
銘
記

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。次

に
元
隷
時
代
を
概
観
す

る
と
、
當
時
の
我

一
涙
は
内
外
共
に
紀
綱
整
備
し
寺
統
盆
々
登
農
確

立
し
て
、
六
祀
四

派
の
法
孫
天
下
に
禰
漫
し
て
開
創
以
來
の
全
盛
期
を
現
出
し
、
此
時
代
を
中
心
に
無
著
、
自
隠
、
古
月
の
三
哲
出

で

無
著
は
法
山
経
管

の

一
面

に
努
め
て
大
い
に
規
矩
を
整
備
し
、
自
陰
は
内

に
向

つ
て
は
森
嚴
栗
蓬

の
租
道
を
恢
遁
し

外
に
封
し
て
は
濟
世
利
民
よ
く
藤
家

の
新
生
面
を
開
拓
し
、
古
月
亦
濁
特

の
灘
風
を
以
て

一
代

に
鳴
り
、
相
土
ハ
に
興

職
以
て
縄
界
革
新

の
大
先
騙
者
と
云
は
ね
ば
な
ら
組
。
梢

々
下
つ
て
東
嶺
並
に
斯
経
は

一
糸
、
愚
堂

の
奪
皇
灘
を
以

て

一
家
風
を
な
し
て
東
西
に
雄
飛
し
、
幕
府
檀
政
を
臆
憾
と
し
て
紳
道
を
研
究
し
、
、以

て
こ
れ
を
灘
味
化
し
、
常

に

近
衛
、
久
我
、
千
種
、
岩
倉
等

の
勤
王
諸
卿

と
親
交
を
結
び
て
國
事
を
談
じ
、
爲
に
幕
府
は
二
師
を
目
し

て
異
端
者

と
な
し
、
そ
の
奪
皇
思
想
を
恐
れ

て
絶
え
す
警
戒
の
眼
を
放
さ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
等

二
師
の
後
を
受
け
て
寛
政
か
ら
以
後
文
政
に
か
け
て
の

一
涙
は
多
士
濟

々
の
有
様

で
、
そ
の
最
も
顯
は
れ

た
る
は
隠
山
、
卓
洲
の
二
師
、

つ
ゴ
ひ
て
租
芳
、
方
嚴
、
仙
崖

の
三
傑
出

で
、
相
共
に
衆
を
率
ひ
て
宗
旨
基
揚
に
力

興
輝
護
國
と
妙
心
寺

(五
)

35



興
暉
護
岡
と
妙
心
寺

(
六
)

め
、
法
憧
の
隆
盛
古
今
に
絶
す

る
の
有
檬

で
あ

つ
た
。
然
か
も

こ
の
時
代
以
後
、
代
は
所
謂
幕
末
で
あ

つ
て
、
璽

王

佐
幕

或
は
擾
夷
、
開
國
と
諸
論
紛
々
と
し

て
物
擾
騒
然
た

る
時
代
に
逢
着
し
、

こ
の
時
代
思
潮

に
乗
じ
て

一
派
義
袖

の
輩
出
少
か
ら
す
隙

に
陽
に
國
事
に
活
躍
盤
痺
し
て
憂
世
慨
國

の
誠
を
致
す
事
少
く
な
か
つ
た
。

か

の
回
天
の
大
事
業

王
政
復
古
の

一
過
程
た
る
公
武

一
致
論

の
如
き
は
、
實

に
我

一
派

に
陽
山
並

に
南
海

の
あ
る

あ
り
て
、
夙

に
世
界

の
大
勢

に
通
じ
、
大
義
名
分
を
明
ら
め
、
至
誠
以
て
君
國

に
報
す

る
の
慨
あ
り
、
從

つ
て
當
時

の
騒
然
た
る
國
状
打
開
の

一
策
と
し
て
當
代
の
諸
侯
志
士
を
し
て
公
武

一
致

に
赴
か
す

べ
く
指
導
し
た
そ
の
功
を
忘

れ
て
は
な
ら
な

い
。
殊

に
南
海
は
彼

の
大
塵
の
齪
の
如
き
財
界
不
振

に
際
し
て
、
禁
裡
堂
上
方

に
封
し
金
融

上
頗

る

懇
篤
な

る
斡
旋
の
勢
を
取
り
、
叉
國
事

に
關

し
て
深
き
清
息
を
公
武
問

に
通

じ
、
或
は
亦
、

日
々
法
華
経
を
讃
講
し

て
窃
か
に
王
政
復
古
の
實
現
を
所
願
し
た
る
等
、
何
れ
も
師

の
誠
忠
よ
り
逆
り
出
で
た
所

で
あ
る
。
績

い
て
幕
末
勤

王
の
三
洲
と
稻
せ
ら
る

、
海
洲
凸
栢
洲
、
鼎
洲
あ
り
、
更

に
晦
岩
、
機
外

の
二
師
出
で

、
、
陰
然
護
國
勤
王
の
事
に

不
惜
身
命

の
努
力
を
彿
ひ
、
よ
く
開
創
以
來
の
傳
統
を
守
り
、
以

て
幕
末
を
花
と
飾

つ
た
の
で
あ
'る
。
今

こ
れ
等
諸

師

の
活
躍

の
大
要
を
眺
め
て
見
や
う
。

安
政
五
年
以
後
條
約
勅
許
問
題
、
將
軍
織
嗣
の
問
題
を
廻

つ
て
、
憂
國
の
志
士
四
方
に
起
り
、
幕
府
誹
誘
、
奪
王

擾
夷

の
論
愈

々
盛
と
な
り
、
幕
府
は
途

に
強
硬
露
噺
の
慮
置

に
出

で
所
謂
安
政

の
大
獄
を
起
し
た
が
、
天
下
の
輿
論

猛
々
溺
つ
て
瞼
悪
に
赴
か
ん
と
す
る
の
時
、
我
栢
洲
は
、
か

く
て
は
國
家

の
前
途
大

い
に
憂

識
衰
き
も
の
あ
り
志
ら
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τ
・
勝
山
、
南
海
の
説
を
承
け

て
レ
藩
圭
島
溌
公
に
訟
く
に
公
武
結
合
の
事
を
以
て
し
た
の
で
あ
る
ひ
師
が
如
何
に

島
津
公
を
し
て
蛮
武
合
膿
を
成
就

せ
し
む

べ
く
努
力
し
た
か
は
、
文
久
二
年

「
和
術
は
藩
意
を
上
聞
に
達

せ
ん
と
し

て
心
配

一
方
な
ら
す
と
聞
く
、
紳
妙
な
る
ぞ
、
和
術

の
心
事
は
途

一
上
聞
に
達
せ
し
が
至
極
御
満
足
に
思
福
さ
れ
し

そ
」
と
の
有
難
き
輸
命
を
拝
せ
し
に
よ
り
て
伺

ふ
事
が
出
來
る
。
海
洲
亦
頗
る
豪
遇
の
風
あ
り
、
恒
に
尾
張
藩
圭
徳

川
慶
勝
と
時
局
を
論
じ
、
.爲
に
慶
勝

は
師

の
勤
王
思
想

に
化
せ
ら
れ
開
國
圭
義
實
現

に
は
磨
幕
還
政
せ
ざ
る
べ
か
ら

ざ
る
を
悟
ら
し
め
、
そ

の
法
嗣
鼎
洲
亦
そ
の
氣
節
を
受
け
て
紳
秀
頴
遇
、
夙
に
時
勢
を
達
観
し
、
現
下
救
國
の
要
諦

は
薩

長
聯
合
を
以
て
第

一
の
急
務
と
考

へ
て
ゐ
た
か
ら
、
か
の
文
久
三
年
朝
議

一
鍵

か
ら
長
藩

の
禁
裡
御
守
衛
を
免

ぜ
ら
れ
、

三
條
公
以
下
七
卿

の
長
洲
落
ち
に
端
を
磯
し
た
蛤
御
門
の
鍵

に
は
畏
く
も
長
藩
の
禁
閾
を
犯
し
た
罪
輕
か

ら
す
、
こ
れ
に
乗
じ
て
薩
藩
が
征
長

の
勅
命
を
乞
ふ
に
到

る
や
、
鼎
洲
窃
か
に
長
藩

の
冤
罪
を
雪
が
ん
と
、
師

の
海

洲
に
計
り
、
.遽
に
征
長
総
督
慶
勝
を
動
か
し
、
毛
利
家
檀
寺

の
機
外
を
件
ひ
、
進
ん
で
長
藩
問
罪
使
と
し
て
下
向
、

毛
利
父
子
の
謹
愼
と

三
國
老
の
切
腹
を
以
て
赦
罪
の
意
を
表
せ
し
め
、
自
ら
哀
願
書
を
携

へ
て
総
督
の
下
に
到
り
、

途

に
征
長
の
矛
を
牧

め
し
む
る
事
に
成
功
し
、
徐

な
に
機
を
見

て
薩
長
提
携
を
書
し
た
の
で
あ
ろ
。
實

に
鼎
洲
機
外

の
二
師
は
我
が
法
山
の
尊

王
圭
義
を
膣

し
て
、
藩
長
各
々
そ
の
圭
張
す
る
所

に
差
あ

る
も
、
窮
極
す

る
所
は
大
義
名

分
を
明
ら
め
、
國
蓮
進
展
を
計

る
に
あ

る
を
喝
破
し
、
そ
の
小
異
を
捨

て
㌧
大
同
に

一
致
せ
し
む

べ
く
、
所
謂
安
協

親
和

の
尊
王
主
義

に
蹄

せ
し
む

べ
く
努
力
大
い
に
力
め
、
遽
に
こ
れ
が
縁
と
な

つ
て
間
も
な
く
薩
長
聯
合
は
成
立
し

興
暉
護
國
と
妙
心
寺

(七
)
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(八
)

た
の
で
あ
る
。
同
時
に
伊
豫

に
晦
巖
あ
り
博
學
高
徳
、
京
師

に
出

で
～
は
三
條
、
岩
倉
諸
卿
と
奪
王
を
語
り
、
入
b

て

は
土
佐
藩

の
蒙
を
啓
き
奪
王
圭
義
を
鼓
吹

し
、
更
に
長
土
の
聯
合
を
企
圖
す
る
な
ど
國
事

に
奔
走
大

い
に
努

め
た
。

か

、
る
問

に
高
杉
晋
作
等
過
激
派
の
憤
起

に
よ
り
、
幕
府
は
第

二
回
征
長

の
軍
を
起
し
た
が
、
時
恰
か
も
薩
長
聯

合

成
り
、
幕
府
は
連
戦
蓮
敗
進
退
谷
ま
る
の
時
、
孝
明
天
皇
國
事
御
珍
念

の
中
に
御
崩
御
、
明
治
天
皇
御
港
極
遊
さ

る
、
や
、
大
勢
蕪
に
全
く

一
鍵
し
て
、
途
に
土
佐
藩
の
鋤
告

に
從

つ
て
慶
鷹

三
年
+
月
、
幕
府
は
大
政
を
奉
還
し
、

つ
ゴ
い
て
王
政
復
古
の
大
號
令
が
換
登
せ
ら
れ
維
新

の
新
政
を
見
る
に
到

つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
回
天
の
大
事
業
が

完
遽
せ
ら
れ
た
の
は
全
く
薩
長
聯
合
と
、
土
佐
藩

の
啓
蒙
が
重
大
な

る
要
素
を
爲
し
て
ゐ
る
事
を
思
ふ
時
、
我
が
海

洲
、
栢
洲
、
鼎
洲
、
機
外
、
晦
巖
等
諸
師

の
功
亦
偉
大

で
あ

る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

、

か
く
て
王
政
維
新
と
共

に
肚
會
萬
般
悉
く
面
目
を

一
新
し
た
が
、
就
中
當
時
復
古
の
義

に
重
き
を
置
き
し
結
果
各

地

に
腰
佛
殿
繹
の
こ
と
起
り
、
法
燈
は
正
に
暴
風
下

に
明
滅
す
る
の
危
機

に
瀕
す

る
に
到
る
。
然
し
な
が
ら
こ
の
間

に
あ
り
て
挺
身
起
ち

て
官

に
抗
し
、
誤
れ
る
復
古
の
義
を
匡
し
、
こ
の
大
法
難
を
救
ひ

し
者
は
相
國
寺
猫
園

で
あ
る
。

而
し
て
我

一
涙
に
も
人
無
き
に
非
ず
、
驚
巌
、
無
學
、
匡
道
等

の
諸
師
よ
く
濁
園
の
後
を

つ
ぎ

て
明
治
佛
教
興
隆
に

カ
を
致
し
、
更
に
小
林
虎
關
、
坂
上
宗
詮
、
豊
田
毒
湛
、
中
原
郵
州
、
東
海
猷
麗
等
諸
師
相
次
ひ
で
出
で
、
佛
敏
復

興
と
共

に
濁
浪
逆
巻

く
肚
會
を
澤
化
し
、
混
沌
低
迷

の
思
想
界
を
指
導
し
、
か
く
て
こ
れ
我
が
關
山

一
流

の
正
脈
は

幾
多
暉
宗
諸
涙
を
歴
し
て
明
治
、
大
正
、
を
経
て
昭
和
の
今

日
愈

々
燦

と
し

て
、
殺
界

に
重
き
を
爲
じ
て
ゐ
る
0
で
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あ

る

。

ず

以
上
述

べ
來
つ
た
如
く
、
我
が
妙
心
寺
は
、
そ
の
開
創
以
來
、
常

に
尊
王
の
大
義

に
立
脚
し
て
今
日
に
到
り
、
そ

の
間
幾
多
の
英
俊
輩
・出
し
て
正
法
を
護
持

し
、
興
灘
以
て
護
國
の
實
を
墨
げ

て
來
た
。

こ
れ
は
蓋
し
當
然
の
事
な
が

ら
、
他
の
諸
山
諸
涙

に
比
し
て
誇
と
す
る
に
足
る
事
を
信
じ
て
や
ま
な

い
次
第

で
あ
る
が
、
開
山
大
師

の
流
を
汲
む

我

々
法
孫
は
現
下
重
大
時
局
に
直
面
し
て
、
稽

々
と
も
す
る
と

一
部
誤
れ
る
國
輝
論

者
に
よ

つ
て
、
佛
教
は
外
來
な

り
と

て
排
撃

さ
れ
ん
と
す

る
の
傾
向
な
き

に
非
ざ
る
こ
の
時
こ
の
際
、
確
固
た
る
信
念
を
以
て
愈

々
切
瑳
琢
磨
盆

々

興
暉
護
國

の
思
ひ
に
住
し
て
、
筍
も
誇

る
べ
き
法
山
祀
師
方
の
芳
蜀
を
汚
す
事
無
き
様
、
不
惜
身
命

の
努
力
を
念
願

す

べ
き
で
あ

る
。

●

最
後

に
私
は
前
記
諸
師

の
中
、
江
戸
時
代

の
勤
王
僧

一
糸
こ
そ
特

に

一
異
彩
を
放
ち
、
且
そ
の
後
世

に
及
ぼ
せ
る

影
響

の
甚
だ
大
な
る
を
見

て
、
特

に
そ
の
事
蹟

の
概
要
を
述
べ
て
頁
を
満
た

し
、
拙
き
稿
を
終
ら
う
と
思
ふ
。

×

×

×

勤

王
僑

一
糸
の
事
蹟

に
つ
き
て
、

一
・糸
、
緯
は
文
守
、
現
公
欝
岩
倉
家

の
組
先

で
あ
る
具
箋

の
第

三
子

に
し
て
久
我
大
納
言
晴
通
公
の
孫
、
關
白
近

衛
術
癒
公
の
曾
孫
に
當
り
、
代

々
公
卿
中
で
も
特

に
勤
王
の
聞
え
高
き
名
門
の
出
で
あ
る
。

師
幼
に
し
て
頴
蓬
、
夙

に
佛
法
の
遙

か
に
孔
孟
の
道

に
越
え
た
る
を
喝
破

し
て
、

+
九
歳

に
し
て
横
尾
山
賢
俊

に

興
輝
護
國
と
妙
心
寺

(九
)
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興
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護
國
と
妙
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寺

(
一
〇
)

就
き
剃
髪
し
、
爾
來
三
密
の
窓
に
心
地

の
戒
珠
を
研

く
事

一
日
も
怠
ら
す
、
か
く
て
約

一
年
、
叢

に
律
學
の
畢
寛
生

死
に
抵
燭
す
る
所
無
き
を
悟

り
、
僻

し
て
泉
州
に
行
き
、
南
宗
寺
澤
蕎

の
室
に
投
じ
て
鉗
鎚
を
受
く
る
事
爾
三
年
、

孜

々
と
し

て
研
鐙
實
究
書
夜
を
捨
て
す
、
概
ね
そ
の
要
訣
を
盤
す

に
到
つ
た
。
こ
の
會
裡

に
於
て
豫

て
澤
落

に
蹄
依

し
て
居
た
勤
王
公
卿
近
衛
信
尋
と
識
り
、
信
尋
は

一
糸
の
非
凡
を
後
水
尾
帝
に
奏
上
せ
し
よ
り
帝
轍
ち
召
し
て
暉
要

を
問
ひ
給

ふ
に
到

つ
た
。
こ
の
時
、
師
は
聖
恩
に
感
泣
し
て
御
諮
問
に
奉
答
し
、
且
、
粛
然
と
し
て
勤
王
の
宿
志
を

述
べ

「
身

は
た
と

へ
佛
門
に
あ
る
と
も
、
よ
く
天
下
の
義
柄
を
奮
起

せ
し
め
、
諸
藩
列
公
を
し
て
大
義
名
分
を
辮

へ

し
む
」

べ
き
大
抱
負
を
奏
上
し
た
の
で
あ
る
。
爾
後
大

い
に
天
寵
を
添
う
し
屡

々
宮
中

に
出
入
し
烏
丸
光
廣
等
に
も

深
交
を
結
び
勤
王

の
志

一
日
も
忘
る

、
事
が
無
く
、
故

に
幕
府
監
親
の
眼
は
常

に
師

の
上
に
も
注
が
る

、
事

と
な

つ

た
。
か
の
寛
永
四
年
惹
起
し
た
紫
衣
問
題
は
途
に
四
信

(
澤
蕎
、
玉
室
、
輩
傳
、
東
源
)
講
流
と
な
り
、
こ
の
事
件

こ
そ
幕
府
專
横

の
極

で
あ

つ
て
、
天
皇
大
い
に
逆
鱗
遊
さ
れ
、
俄
か
に
譲
位
御
受
輝
を
仰
出
さ
れ
落
飾
佛
門
に
蹄

し

給
ふ
に
到
り
、
こ

、
に
師
は
愚
堂
、
雲
居
と
共
に
心
要
を
旺
露
し

て
叡
慮
を
慰

め
奉
り
、
且
到
る
所
勤
王
思
想
鼓
吹

に
努

め
た
の
で
あ

る
。

先
に
澤
蕎
が
奥
州

に
調
さ
る
、
や
、
師
も
亦
往
い
て
朝
夕
薪
水

の
勢
を
取
る
事

一
年
飴

に
し
て
蹄
洛
し
た
が
、
師

は
當
時

の
世
態
並

に
敏
界

に
封
し
て
甚
だ
嫌
焉
た
ら
ざ
る
も
の
が
あ

つ
た
か
ら
、
寧
ろ
身
を
山
野
に
委
せ
ん
と
し

て

へ

洛
西
西

ノ
岡
に
閑
夢
巷
を
結
び
て
高
養
自
適

の
庭
と
定
め
た
が
、
そ
の
位
置
京
洛
に
近
き
爲
、
師
を
慕
ふ
て
集

ろ
摺
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紳
漸
く
多
く
、
後
水
尾
上
皇
御
諮
法
の
事
は
申
す
も
畏
き
事
な
が
ら
、
近
衛
信
尋
、
烏

丸
光
廣
等
の
勤
王
公
卿

の
出

入
は
、
亦
忽
ち
幕
府

の
注
目
す
る
所
と
な
り
、
そ
の
監
視
の
日
、
日
毎

に
煩
し
く
、
遽

に
寛
永
九
年
丹
朋
山
國

に
萢

.

を
結
ん
で
雲
煙

の
生
涯
を
終

へ
ん
と

し
て
此
慮

に
移
り
、
後
更

に
施
圭
あ

つ
て
別

に
桐

江
港
を
螢

ん
で
隙
棲
し
た
。

而
も
こ
の
陰
棲
た
る
や
世

の
所
謂
隠
遁
者
流
と
は
大

い
に
異
り
、
徒
ら

に
猫
庭
安
居
を
貧
ら
む
が
爲
で
は
な
く
、
師

の
胸
中

一
黙
滲
薄
た
る
氣
魂

の
潜
ん
で
ゐ
た
事
は
疑
の
無
き
庭
に
し
て
、
師

此
庭
に
あ

つ
て
當
時
の
佛
道
祓
行
の
全

く
屡

れ
た
の
を
慨
し
、
こ
の
小
巷

に
枯
淡
な
生
活

に
只
管
聖
胎
長
養
を
念
と
し
、
寸
陰
を
惜
し
ん
で
切
瑳
琢
磨
怠
り

な
か
り
し
に
見

て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

か
く
τ
師
は
深
く
鯛
臨
を
期
し
た
の
で
あ

る
が
、
道
香
流
石
に
掩
ひ
難

く
、
道
を
求
む

る
者
踵
を
接

し
、
就
中
烏
丸

光
廣
の
如
き
は
幕
府
監
覗
の
目
を
避
け
て
虚
無
僧
に
姿
を
憂

へ
て
庵
居
を
訪

ふ
て
道
を
求
む
る
事
連
り
で
あ

つ
た
。

師
嘗
て
此
庭
に
あ

つ
て
佛
祀

の
玄
關
を
打
透
、
無
師
自
謹
し
て
以
來
、
そ
の
手
段
辛
辣
に
し
て

一
挨

一
拶
奮
時

に

唾

同
か
ら
す
、
機
敏

に
し
て
無
碍
自
在

で
あ

つ
た
が
夙

に
入
明
し
て
明
師

の
謹
を
得
ん
と
の
志
、
切
な
る
も
の
が
あ

つ

た
が
、
當
時
國
禁
な
る
を
以

て
果
さ
ず
後

に
到

つ
て
妙
心
寺
愚
堂
の
法
を
嗣
ぐ
に
到

つ
た
の
で
あ
る
。

畏
く
も
上
皇
も
亦
師
を
御
慕
ひ
遊
さ
れ
る
事
切
な
る
の
絵
り
雪
十
五
年
秋

に
は
洛
北
西
賀
茂

に
輝
刹
を
創
め
、
霊

源
奄

と
名
づ
け
て
師
を
丹
波
よ
り
迎

へ
て
朝
夕
問
法
の
師

た
ら
し
め
む
と
思
召
さ
れ
、
師
即
ち
叡
感
僻
し
難
く
し
て

十

一
月
入
院
し
た
の
で
あ
る
が
、
上
皇
は
屡

々
此
庭
に
御
微
行
あ
つ
て
義
柄
を
召
し
志
士
を
招
き
て
深
き
御
内
旨
を

興
輝
護
國
と
妙
心
寺

(
一
一
)
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興
暉
護
國
と
妙
心
寺

(
一
二
)

給
ひ
、
師
亦
雲
居
、
愚
堂
等
と
會
し
て
奪
皇
斥
幕

の
事
を
談
す

る
等
の
事
あ
り
て
、
幕
府
亦
も
や
此
庭

に
往
復
す

る

僧
俗

一
團
の
監
覗
を
嚴
重
に
す
る
に
到
り
、
師
亦
洛

中
倥
徳
を
厭
ひ
、
在

山
僅
か

一
ケ
月
絵

に
し
て
奮
棲
丹
波

に
蹄

つ
た
。
然

し
そ
の
後
も
仙
洞
に
伺
候
し
て
問
法
に
封

へ
法
を
談
す

る
事

一
再
な
ら
す
、
寛
永
十
八
年
に
は
桐
江
落

の

0

北

に
上
皇

の
奮
殿
を
賜
は
り
暉
刹
を
螢

み
大
梅
山
法
常
寺
と
し

一
糸

を
開
山
と
す
と

の
宣
旨
を
賜
ふ
。
先
に
窪
源
落

を
賜
ひ
、
今
亦
法
常
寺
を
賜
ひ
、
共
に
勅
願

の
大
道
場
と
し
て

「
永
く
師

の
遺
範
を
垂
れ
他
門
を
し
て
混
ぜ
し
め
ざ

る
ざ
る
檬
に
」
と
の
叡
慮
を
拝
し
て
は
、
僅

か
三
十
飴
歳

の
師

に
し
て
、
よ
く
斯
く
の
如
く
絶
大
な

る
優
遇
と
叡
信

グ

と
を
辱

ふ
せ
し
、
そ
の
偉
大
な

る
徳
望
の
程
を
景
仰

せ
す

に
は
居
ら
れ
な
い
の
で
あ

る
。

さ
て
そ
の
後
、
寛
永
二
十

一
年
偶

々
江
洲
永
源
寺
の
拝
請

に
鷹
じ
て
、
こ
～
に
錫
を
移
し
た
が
、
幾
許
も
な
く
天

下
の
名
袖
高
士
の
風
を
望
ん
で
集

る
者
多
く
、
大

い
に
奮
観
を
改
め
灘
風
亦
振
ふ
に
到
つ
た
。
か
の
雲
居
、
愚
堂
二

師
が
師

の
許
を
訪
れ
、
残
燈
影
裡

に
世
道

の
屡
頽

を
嘆
き
、
宗
風
の
萎
靡

不
振
を
語
り
相
土
ハ
に
心
を
傷
め
た
の
は
こ

の
間
の
事
で
あ
る
。

殊

に
法
皇
は
正
保
元
年

に
廿
有
絵
年
聞
御
愛
玩
の
後
陽
成
帝
御
遺
物

の
紫

の
寳
碩
を
師

に
下
賜
遊
さ
れ

「
海
は
あ

れ
ど
君
の
御
影
を
見
る
日
な
き
硯
の
水

の
あ
は
れ
悲
し
き
」

「
我
後
は
観

の
筥

の
ふ
た

に
ま

で
と
り

つ
た
へ
て
し
形

見
と
も
見
よ
」

の
御
製

二
首
を
添

へ
給
ひ
、
師

天
恩
に
威
泣
し

一
吟
を
献
じ
て
、
永

く
山
門
の
重
寳
と
し
、
法
子
法

.

孫
を
し
て
聖
恩

に
封

へ
奉
る
べ
き
徴
意
を
披
握
し
た

の
で
あ

つ
て
、
こ
の
寳
硯
は
今
術
永
源
の
重
寳
と
し
て
藏
せ
ち

42



れ
て
ゐ
る
。

か
く
て
翌
年
六
月
三
十
八
歳
美
濃

の
大
仙

に
愚
堂
を
訪

ふ
て
の
蹄
途
病

に
戚
じ
、
こ
の
報
に
接
し
給

ふ
た
法
皇
は

震
襟
を
衡
ま
し
給

ふ
事

一
方
な
ら
す
、
山
中
、
讐

に
乏
し
き
を
以
て
京
師

に
召
し
寄

せ
て
讐
藥
を
賜
ひ
、
問
疾
頗

る

町
重
、
誠
に
畏
れ
多
き
極
で
あ

つ
た
。
か
く
て
病
閑
を
得

て
皇
恩
に
拝
謝
し
、
永
源

に
蹄
る
や
、
法
皇
特
に
官
材
を

賜
ひ
て
永
源
の
方
丈
を

一
新

し
、
皇
太
后
亦
御
内
努
を
下
し
て
助
資
し
給
ひ
、
叢
に
宏
批
雄
麗
な
る
大
伽
藍
が
完
成

の

し
た

の
で
あ

る
。

か
く
の
如
く
永
源

に
錫
を
移
し
で

よ
め
前
後
四
年
、
常

に
興
灘
以

て
國
家
の
安
泰
を
念
と
し
て
ゐ

た
が
、
法
皇

の
外
護
と
師

の
道
轡

は
遽
に
内
外
共
に
全
く
奮
観
を
革
め
、
法
横
撮
と
し
て
輝
く
に
到

つ
た
、
誠

に
偉

と
言

ふ
べ
き
で
あ

る
。

然
る
に
翌

正
保
三
年
病
復
螢
し
、
法
皇
は
こ
の
度
も
頻
り
に
詔
し
て
京
師

に
腐
し
賜

ふ
忙
が
、
師
は
今
度
こ
そ
自

ら
病
の
治
せ
ざ
る
事
を
畳

て
ゐ
た
か
ら
、
御
叡
慮
を
拝
僻

し
て
永
源
に
あ
り
、
法
皇
は
止
む
な
く
、
わ
ざ
く

讐
を

遣
は
し
、
馬
山
の
浴
を
賜

ふ
な
ど
御
粉
憂
甚
だ
切
な
る
も

の
が
あ

つ
た
。
然

し
師
は
病

に
あ
b
と
錐
鷹
接
の
禮
、
常

に
異

る
事
な

く
、
左
右
を
顧
み
て

「
我

行
期
近
し
、
汝
等
宜
し
く
頑
道
を
以

て
念
と
す

べ
し
」
と
て
諄

々
と
敏
晦
す

る
所
あ
り
、
後
事
を
弟
子
に
遣
囑
し
て
三
月
十
九
日
泊
然
と
し
て
寂
を
示
し
た
。

師

の
遷
化

に
際
し
て
法
皇
御
哀
惜

の
情

は
誠

に
畏
れ
多
き
極
み
な
が
ら
、
亦
我
か
敏
界

に
と

つ
て
も

一
大
損
失
で

あ

つ
て
、
愚
堂
の
如
き
は
恰
も
自
分
の
隻
腕
を
失
ひ
た
る
威
が
す

る
と
て
惜
し
ん
で
ゐ
る
。

興
騨
護
國
と
勃
〃心
寺

(
一
三
)
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心
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、

(
↓
臨
)

憶
1
師

に
借
す

に
天
壽
を
以
て
せ
ば
、
そ
の
造
詣
鳳
化
の
如
何
に
多
大
で
あ

つ
た
か
を
思
ふ
時
、
誠
に
そ
の
短
命

は
遺
憾
至
極
と
言
は
ね
ば
な
ら
な

い
。

惟

ふ
に
師

三
十
九
年

の
生
涯
は
不
断
の
奮
翻
精
進
と
枯
淡
堅
苦
の
歴
史
で
あ

つ
て
、
宗
門
興
隆
と
暉
風
基
揚

の
爲

に
は
持
戒
の
清
浄
嚴
粛
な
る
べ
き
を
詮
き
、
或
は
放
縦
自
恣
な
る
當
時
の
灘
界

の
弊
を
矯
正
せ
ん
{
と
に
努
め
、
或

は
皇
道
の
挽
回
を
期
し
て
は
奪
王
の
大
義
を
宣
揚
し

て
幕
府

の
專
椹
を
憤
り
、
或
は
名
利

に
馳

せ
構
勢

に
媚
び
る
當

時
の
世
態
を
誠
し
む
る
な
ど
、
忠
魂
避
り
出
で
～

、大

い
に
勤

王
思
想

の
鼓
吹
に
努

め
、
實

に
興
暉
以
て
護
國

の
精
神

に
終
始
し
た
生
涯
と
言

ふ
べ
き
で
あ

る
。
故

に
こ
そ
後

に

一
糸
語
録
上
梓
に
際
し
て
は
、
畏
く
も
鐘
元
帝
御
親
ら
序

文
を
書
か
せ
給
ひ
て
、
師

の
高
徳
と
忠
誠
を
偲
ば
せ
、
こ
れ
を
顯
彰
遊
ば
さ
れ
た
の
で
あ

つ
て
、
臣
下
と
カ

て
の
光

榮
こ
れ
に
過
ぐ
る
も
の
が
あ
ら
う
か
。

亦
上
皇
の
第

一
皇
女
梅

ノ
宮
は
當
時
の
世
榮
を
厭
ひ
、
御
父
上
皇

の
問
法
に
奉
答
す
る
御
蹄
依
遊

さ
れ
、
途
に
師

に
つ
き
て
、
受
戒
剃
髪
さ
れ
、
法
名
を
文
智
、
大
通
と
號

し
奉
り
、
大
和
圓
照
寺

の
御
開
山
と
な
ら
れ
た
。
宮
は
師

に
つ
き
て
實
屡
眞
究
、
世

の
欽
仰
を
聚
め
、
師
と
法
談
す

る
を
何
よ
り
の
樂

し
み
と
遊
さ
れ

一
糸
蓬
化
の
後
も
永
く

そ
の
遺
風
を
遵
守
し
て
興
暉
護
國
の
途

に
精
進

し
給
ひ
し
道
業
鮫
潔
稀

に
見

る
女
丈
夫
で
あ
ら
せ
ら
れ
た
事
は

一
糸

を
述
ぶ
る
に
あ
た
り
特
筆
す

べ
き
事
で
あ
ら

ふ
。

省
、
師
が
生
前

.
後
水
尾
帝

の
叡
旨
を
奉
じ
、
勤
王
思
想
を
鼓
吹
し
、
王
道
挽
回

に
力
を
致

せ
し
事
は
江
戸
時
代
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奪
皇
論
勃
興
の
先
騙
を
な
す
も

の
に
し
て
、
蓋
し
後
水
尾
帝
が
王
政
復
古
の
御
本
願
は
代

々
皇
室

に
て
御
口
宣
に
て

傳
え
ま
せ
し
が
同
時
に

一
糸

の
法
系
寺
た
る
難
源
法
常

二
寺

の
佳
持
の
間

に
口
傳

せ
ら
れ
、

一
方

一
系

の
俗
縁

で
あ

る
岩
倉
家
に
も

口
博

せ
ら
れ
來

つ
た
も

の
～
如
く
で
あ

る
。

/

さ
れ
ば
こ

そ
か
の
維
新

の
大
業
を
翼
賛
し
奉
う
し
岩
倉
家
代

々
の
回
天
の
宿
志
が
既
に
、

こ
の

一
系
の
勤
王
思
想

に
よ
つ
て
礎
定
せ
ら
れ
て
居
た
事
に
思
ひ
到
ら
ば
、
開
創
以
來
皇
室
と
密
接
な
る
關
係
を
有
す

る
我
が
妙
心
寺
史
上

に
於

て
も
亦
特
別
に

】
大
光
輝
を

放
つ
も

の
と
言
は
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

(
昭
和

一
四

・
一
〇

・
五
日
稿
)

備
考

一
、

限
輻
れ
た
紙
数
で
あ
る
か
ら
極

め
て
塗

に
概
読
す

る
に
止
め
た
。

二
、

開
創
當
時

の
験
況
並

に
花
園
法
皇

と
開

山
大
師
と

の
御
閃
縁
等

は
今
更
説
く
ま
で
も
な

い
と
し

て
省
略
し
た
。

ミ
、
白
隙

に

つ
い
て
は
他
と
重
複
す

る
を

以
て
省
略
し
た
。

四
、
紫
衣
周
題
、
古
月
等
、

一
般
に
よ
く

知
ら

れ
て
ゐ
る
こ
と

は
簡
叙

し
て
、
寧

ろ
憾

れ
た
事
蹟

の
概
要

κ
鯛

れ
る
こ
と
に
努
め
た
。
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